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総務費
４,９０３万円国勢調査

民生費
１億６,０８５万円臨時福祉給付金給付事業
４,４８９万４千円子育て世帯臨時特例給付金給付事業

衛生費
５１３万２千円環境基本計画策定

農林業費
８６２万８千円都市農業経営パワーアップ事業補助

商工費
１億２９５万４千円プレミアム付き商品券発行事業

３００万円東久留米市ブランド認定事業
土木費

５,９７４万９千円一般道路工事
１億２,２２２万７千円道路舗装補修工事
２,３９１万１千円駅昇降施設整備事業

２億９,６９８万８千円街路事業
６,４０３万２千円公園整備事業（神山堂阪公園）

消防費
５,８５８万４千円消防団詰所新築・解体事業（第六分団）

教育費
２,８６５万６千円小学校給食調理業務委託（第二小学校）

１億３,４６７万６千円中学校体育館耐震補強工事（東中学校）

市民１人当たり残高発行目的
８万７,２６７円１０２億１,４９２万２千円下水道債
２万３,０７８円２７億１４０万円土木債
１万７,８５６円２０億９,０１３万５千円教育債
９,６２２円１１億２,６２６万８千円総務債
５,４３４円６億３,６０９万１千円民生債
３,６１４円４億２,３０４万９千円衛生債
３,２５８円３億８,１３４万４千円消防債

１４万９,９５４円１７５億５,２５３万４千円その他（減税補てん債、臨時財政対策債など）
３０万８４円３５１億２,５７４万２千円合計

３１万４,２５８円３６６億４,５５８万９千円（参考：２６年度末残高）

市民１人当たり現在高財産
５７万５,３８７.７５㎡土地（公園や施設の敷地など）
１９万４,５２７.９７㎡建物（学校や生涯学習センターなど）

１４４カ所工作物（防火貯水槽など）
５,５４７.５３㎡物権（地上権）

１９４円２,２６６万３千円出資による権利（出資金や出えん金）
１３５点物品（自動車や地域防災無線など）

８１円９４３万円債権（施設借上敷金など）
４万６,０７９円５３億９,３６８万９千円基金（財政調整基金など）

※基金現在高には特別会計に属するものも含めています。

市有財産の状況　特別会計は、効率的な運営やその経理を明確にするために、一般
会計から独立させたもので、市では国民健康保険、後期高齢者医療、
介護保険、下水道事業の４つの会計を設けています。

特別会計

（歳入）152億155万6千円

（歳出）148億5,158万7千円

前期高齢者交付金
35億9,369万3千円
（23.7％）

前期高齢者交付金
35億9,369万3千円
（23.7％）

前期高齢者交付金
35億9,369万3千円
（23.7％）

国民健康保険税
27億47万2千円（17.8％）
国民健康保険税
27億47万2千円（17.8％）
国民健康保険税
27億47万2千円（17.8％）

保険給付費
88億146万1千円（59.3％）
保険給付費
88億146万1千円（59.3％）
保険給付費
88億146万1千円（59.3％）

後期高齢者支援金等
17億3,531万円
（11.7％）

後期高齢者支援金等
17億3,531万円
（11.7％）

後期高齢者支援金等
17億3,531万円
（11.7％）

その他
43億1,481万6千円
（29.0％）

その他
43億1,481万6千円
（29.0％）

その他
43億1,481万6千円
（29.0％）

その他
1億507万7千円
（4.0％）

その他
1億507万7千円
（4.0％）

その他
1億507万7千円
（4.0％）

国庫支出金
26億8,121万2千円
（17.6％）

国庫支出金
26億8,121万2千円
（17.6％）

国庫支出金
26億8,121万2千円
（17.6％）

繰入金
15億2,515万6千円
（10.0％）

繰入金
15億2,515万6千円
（10.0％）

繰入金
15億2,515万6千円
（10.0％）
その他
47億102万3千円
（30.9％）

その他
47億102万3千円
（30.9％）

その他
47億102万3千円
（30.9％）

（歳入）26億238万6千円

（歳出）25億9,257万円

分担金および負担金
24億2,281万2千円（93.5％）
分担金および負担金
24億2,281万2千円（93.5％）
分担金および負担金
24億2,281万2千円（93.5％）

後期高齢者医療保険料
13億400万円（50.1％）
後期高齢者医療保険料
13億400万円（50.1％）
後期高齢者医療保険料
13億400万円（50.1％）

繰入金
11億9,330万9千円（45.9％）
繰入金
11億9,330万9千円（45.9％）
繰入金
11億9,330万9千円（45.9％）

その他
8,291万6千円（3.2％）
その他
8,291万6千円（3.2％）
その他
8,291万6千円（3.2％）保健事業費

8,684万2千円（3.3％）
保健事業費
8,684万2千円（3.3％）
保健事業費
8,684万2千円（3.3％）

（歳入）29億3,647万2千円

（歳出）29億3,647万2千円

使用料および手数料
16億876万6千円（54.8％）
使用料および手数料
16億876万6千円（54.8％）
使用料および手数料
16億876万6千円（54.8％）

下水道費
12億5,994万1千円（42.9％）
下水道費
12億5,994万1千円（42.9％）
下水道費
12億5,994万1千円（42.9％）

公債費
16億7,653万1千円（57.1％）
公債費
16億7,653万1千円（57.1％）
公債費
16億7,653万1千円（57.1％）

繰入金
10億757万3千円（34.3％）
繰入金
10億757万3千円（34.3％）
繰入金
10億757万3千円（34.3％）

市債
2億3,400万円（8.0％）
市債
2億3,400万円（8.0％）
市債
2億3,400万円（8.0％）

その他
8,613万3千円
（2.9％）

その他
8,613万3千円
（2.9％）

その他
8,613万3千円
（2.9％）

（歳入）76億4,465万6千円

（歳出）75億3,968万3千円

支払基金交付金
19億9,412万7千円
（26.1％）

支払基金交付金
19億9,412万7千円
（26.1％）

支払基金交付金
19億9,412万7千円
（26.1％）

保険給付費
70億5,764万3千円（93.6％）
保険給付費
70億5,764万3千円（93.6％）
保険給付費
70億5,764万3千円（93.6％）

その他
4億8,204万円（6.4％）
その他
4億8,204万円（6.4％）
その他
4億8,204万円（6.4％）

国庫支出金
15億9,533万7千円
（20.9％）

国庫支出金
15億9,533万7千円
（20.9％）

国庫支出金
15億9,533万7千円
（20.9％）

繰入金
11億9,452万7千円
（15.6％）

繰入金
11億9,452万7千円
（15.6％）

繰入金
11億9,452万7千円
（15.6％）

介護保険料
17億2,726万1千円
（22.6％）

介護保険料
17億2,726万1千円
（22.6％）

介護保険料
17億2,726万1千円
（22.6％）

都支出金
10億5,096万6千円
（13.7％）

都支出金
10億5,096万6千円
（13.7％）

都支出金
10億5,096万6千円
（13.7％）

その他
8,243万8千円
（1.1％）

その他
8,243万8千円
（1.1％）

その他
8,243万8千円
（1.1％）

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

下水道事業特別会計

大
学
・
企
業
な
ど
と
協
力
連
携

　
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
、
あ
と
わ

ず
か
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
も
厳
し
い
市
政
運
営
が
続

く
中
に
あ
っ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
、

団
体
な
ど
と
の
連
携
を
意
識
し
、

他
の
自
治
体
、
大
学
な
ど
と
さ
ま

ざ
ま
な
協
力
関
係
が
築
け
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
３
月
に
は
、
高
崎
市
榛
名
地
域

と
の
地
域
間
連
携
の
協
定
期
限
を

迎
え
る
中
、
高
崎
市
と
は
再
度
協

定
を
締
結
し
、
地
域
間
連
携
を
継

続
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
新
た
に
災
害
時
の
相
互

支
援
な
ど
を
目
的
と
す
る
防
災
協

定
も
締
結
し
ま
し
た
。
こ
の
他
、

災
害
時
の
支
援
や
見
守
り
の
関
係

で
は
、
多
く
の
団
体
な
ど
と
さ
ま

い
く
関
係
を
築
く
こ
と
は
大
切

な
こ
と
で
あ
り
、
理
想
で
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
高
崎
市
と
の

防
災
協
定
が
締
結
で
き
た
背
景

に
は
、
榛
名
地
域
と
の
市
民
同

士
の
交
流
が
続
け
ら
れ
、
絆
が

深
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
さ
に
、
連
携
の
成
果
と
し
て

協
定
に
発
展
し
た
も
の
で
す
。

　
今
後
、
少
子
高
齢
化
が
進
行

す
る
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
協
力

関
係
を
築
け
る
こ
と
は
重
要
な

こ
と
で
あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
、

団
体
な
ど
の
つ
な
が
り
、
連
携

へ
の
ご
協
力
な
ど
を
お
願
い
す

る
と
と
も
に
、
今
回
の
連
携
協

定
を
生
か
し
、
発
展
さ
せ
て
い

け
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

ざ
ま
な
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　
　
月
に
は
、
亜
細
亜
大
学
や
セ

１１
ブ
ン
儿
イ
レ
ブ
ン
ジ
ャ
パ
ン
・
イ

ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
と
の
包
括
連
携
を

締
結
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
産
・

官
・
学
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
や

特
性
を
掛
け
合
わ
せ
、
人
的
・
知

的
交
流
や
地
域
活
性
化
を
図
る
こ

と
な
ど
を
目
的
に
進
め
る
も
の
で
、

こ
の
包
括
連
携
に
よ
り
、
今
後
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
へ
の
展
開
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
ま
ず
は
、
学
生
た
ち

に
よ
る
子
ど
も
た
ち
の
育
成
支
援

や
市
政
情
報
掲
示
、
産
業
振
興
・

高
齢
者
の
見
守
り
支
援
な
ど
に
関

し
て
連
携
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
他
の
自
治
体
や
大
学
、
企
業
な

ど
と
協
力
連
携
を
図
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
特
性
や
強
み
を
生
か
し
な
が

ら
補
完
し
合
い
、
共
に
発
展
し
て

市債借り入れの状況

27年度に実施した主な事業

た
は
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
し
て

い
る
方
。
た
だ
し
、　

年
の
春
か

２８

ら
夏
に
か
け
て
行
わ
れ
た
「
高
齢

者
向
け
給
付
金
」
を
受
給
し
た
方

は
対
象
外
で
す

　
【
支
給
額
】支
給
対
象
者
１
人
に

つ
き
３
万
円

　
　
年
に
支
給
を
予
定
し
て
い
る

２９
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
に
つ
い
て

は
、
詳
細
が
決
定
次
第
、
市
広
報

お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

へ
。

　
「
平
成　
年
度
臨
時
福
祉
給
付

２８

金
」「
障
害・遺
族
年
金
受
給
者
向

け
給
付
金
（
年
金
生
活
者
等
支
援

臨
時
福
祉
給
付
金
）」の
申
請
期
限

は　
月　
日
（
水
）
で
す
。
期
限

１２

２８

を
過
ぎ
て
か
ら
の
申
請
に
は
支
給

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
申
請
し
て
い

な
い
方
は
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

　
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
方
で

申
請
書
類
が
届
い
て
い
な
い
場
合

は
至
急
、
臨
時
福
祉
給
付
金
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
☎
４
７
０
・
７
８
６

３
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時　
１５

分
）
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
【
申
請
方
法
】　
月　
日（
水
）ま

１２

２８

で
に（
消
印
有
効
）、〒
２
０
３
儿

８
５
５
５
、
市
役
所
「
臨
時
福
祉

給
付
金
担
当
」
宛
て
郵
送
、
ま
た

は
同
給
付
金
窓
口
（
市
役
所
１
階
。

土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午

前
９
時
～
午
後
５
時
）
へ
直
接
提

出
し
て
く
だ
さ
い

平

成　

年

度 

２８

臨
時
福
祉
給
付
金

　
【
支
給
対
象
者
】基
準
日（　
年
２８

１
月
１
日
）
に
、
市
内
に
住
民
登

録
が
あ
り
、　
年
度
の
市
民
税（
均

２８

等
割
）
が
非
課
税
の
方
。
た
だ
し
、

自
身
を
扶
養
し
て
い
る
方
が
課
税

さ
れ
て
い
る
場
合
や
、
生
活
保
護

受
給
者
は
対
象
外
で
す

　
【
支
給
額
】支
給
対
象
者
１
人
に

つ
き
３
０
０
０
円

障
害
・
遺
族
年
金 

受
給
者
向
け
給
付
金

（
年
金
生
活
者
等
支
援

臨
時
福
祉
給
付
金
）

　
【
対
象
者
】「
平
成　
年
度
臨
時

２８

福
祉
給
付
金
」
の
支
給
対
象
者
で
、

　
年
５
月
分
の
障
害
基
礎
年
金
ま

２８
　
東
村
山
税
務
署
で
は
、
確
定
申

告
書
作
成
会
場
を
開
設
し
ま
す
。

　
【
開
設
期
間
】　

年
２
月　

日

２９

１０

（
金
）
～
３
月　
日
（
水
）

１５

　
【
会
場
】東
村
山
税
務
署（
東
村

山
市
本
町
１
ノ　
ノ　
）

２０

２２

　
【
ご
注
意
】会
場
開
設
前
は
、常

設
窓
口
で
の
対
応
に
な
り
ま
す
。

開
設
初
日
も
大
変
混
み
合
い
ま
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
２
月
中
旬
以

降
に
来
署
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告

書
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が

必
要
と
な
り
、
提
出
時
に
は
、
な

り
す
ま
し
防
止
の
た
め
番
号
確
認

と
身
元
確
認
を
行
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
東
村
山
税
務
署
☎
０

４
２
・
３
９
４
・
６
８
１
１
へ

（
自
動
音
声
案
内
に
従
い
「
２
」

番
を
選
択
し
、「
個
人
課
税
第
１
部

門
」
と
ご
指
定
く
だ
さ
い
）。

　
　
月　
日
（
月
）
は
、
固

１２

２６

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
第

３
期
、
国
民
健
康
保
険
税
第

６
期
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
第
６
期
の
納
期
限
で
す
。

最
寄
り
の
金
融
機
関
・
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）・コ
ン

ビ
ニ
で
お
納
め
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
納
税
課
☎
４
７

０
・
７
７
２
９
へ
。

市長

お
急
ぎ
く
だ
さ
い

お
急
ぎ
く
だ
さ
い
！！

「
平
成

年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
」

「
平
成　

年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
」
とと

２８２８

「
障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け
給
付

「
障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金金

（
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
）」

（
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
）」のの

申
請
期
限
は

月

日
（
水
）
で
す

申
請
期
限
は　

月　

日
（
水
）
で
す 

１２１２

２８２８

市
税
な
ど
の
納
付

市
税
な
ど
の
納
付
にに

ご
協
力
く
だ
さ

ご
協
力
く
だ
さ
いい

東
村
山
税
務

東
村
山
税
務
署署

確
定
申
告
書
作
成
会
場
開
設
の
お
知
ら

確
定
申
告
書
作
成
会
場
開
設
の
お
知
ら
せせ


